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春季研究発表会  

r‾シ．ステ∠＼ニ巨デリ ン ク一手法とその子吉月弓」   

研究書β会終了幸艮告  

※ 時永 祥三（九州大学経済学部） TOKINAGA Shozo  

中村 博和（佐賀大学経済学部） NAKAMUR＾ Hirokazu   

本研究部会は1992年5月より九州大学経済  

学部において， ほぼ月1回のペースで開催さ  

れ，最終的に23回の研究部会を開催し1994年  

12月をもって終了した。これらは，「システ  

ムモデリングとその活用」に関して数学，工  

学，経済学，経営学などの広い範囲の話題を  

含んでいる。スペースが限られているので，  

以下，開催ごとの報告されたテーマと報告者  

について，「テーマ」講師（所属）の形で示  

していく。  

19翌年6月～1992年12月  

・第1回（1992年5月16日）  

（1）「ニューラルネットワークによる経営  

財務分析システムの構成について」李鋼浩（  

九州大学経済学部大学院）  

（2）「不確実性下における製品開発投資へ  

の参入・撤退問題について」時永祥三（九州  

大学経済学部）  

・第2回（1992年6月27日）  

（1）と講師：1．「アジアにおける日本メ  

ーカの経営について」国狭武巳（九州産業大  

学経営学部）  

（2）「ソフトウェアテストのためのプログ  

ラムのモデル化について」古川善書（九州大  

学工学部）  

・第3回（1992年7月18日）  

（1）「研究開発活動の統計分析について」  

朱保華（佐賀大学経済学部）  

（2）「エキスパートシステム事例紹介（要  

員配置エキスパートシステム，生産計画エキ  

スパートシステム）」梶井金徳（日立システ  

ムエンジニアリング（株）九州事業所）  

・第4回（1992年8月29日）  

（1）「資産運用モデルについて」清水博（  

九州大学経済学部）  

（2）「NeXT Compu t e rを用い  

た並列計算アルゴリズム実演、ソール」掛下哲  

郎，辻秀行（佐賀大学理工学部）  

・第5回（1992年9月26日）  

（1）「為替変動と輸出企業の価格行動一線  

形需要の場合の部分均衡分析－」小島平夫（  

西南学院大学商学部）  

（2）「経済現象におけるカオスの現実性に  

ついて」原田康平（久留米大学商学部）  

・第6回（1992年10月22日）  

（1）「中国にOR・統計研究の現状」菅梅  

呑（中国・複旦大学OR・統計学科）  

・第7回（1992年11月24日）  

（1）「ミニマックス線形方程式について」  

岩本誠一 
（九州大学経済学部）  

・第8回（1992年12月12日）  

（1）「ワープロ技術習得プロセスに関する  

統計モデル分析」西浦志磨子（麻生福岡短期  

大学経営情報学科）  

（2）「不確実性下における生物資源掃獲の  

DPモデル」時政助（佐賀大学経済学部）  

⊥塑2年6月～1992年12月  

・第9回（1993年5月15日）  

（1）「分割財配分ルールとその遂行可能性  

」都築治彦（九州大学経済学部大学院）  

（2）「最適選択問題について」中井 運（  

九州大学経済学部）  

・第10回（1993年6月19日）  

（1）「都市物涜システムの設計」根本敏則  

（福岡大学経済学部）  

（2）「ロンドン・ビジネススクールの経営  

者教育プログラムを研修して」黒野宏則（九  

州国際大学法経学部）  

・第11回（1993年7月10日）  

（1）「ファジィ数間のある半順序関係によ  
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るファジィ線形計画問題」藤田敏治（九州大  

学理学部大学院）  

（2）「階層化意思決定について」永星浩一  

（福岡大学商学部）  

・第12回（1993年8月28日）  

（1）「データベースの設計理論」古川哲也  

（九州大学大型計算機センター）  

（2）「双線形時系列モデルの同定」中村博  

和（佐賀大学経済学部）  

・第13回（1993年9打18日）  

（1）「出生率について 

学経済学部）  

（2）「時間概念を取り入れたファジィ推論  

法とシステムモデリング」前田 博（九州工  

業大学工学部情報工学科）  

・第14回（1993年10月16日）  

（1）「統計的手法を用いたニューラルネッ  

トワークの効率的学習法」李鋼浩（九州大学  

経済学部大学院）  

（2）「アジア地域の情報セクターと情報通  

信基盤整備の計量分析」時永祥三（九州大学  

経済学部）  

・第15回（1993年11月20日）  

（1）「OSI管理について」辻 隆史（九  

州日本電気ソフトウェア・第1開開発部）  

（2）「職業選択と最適課税」緒方隆（九州  

国際大学法経学部）  

・第16回（1993年12月11日）  

（1）「最適反応戦性をもつ戦略の集合」大  

石美景（九州工業大学情報工学科）  

（2）「地域学習支援システムとしての市長  
選挙ゲーミングシミュレー ション」新井潔（  

近畿大学九州工学部経営工学科）  

1994年5月～1994年12月  

・第17回（1993年5月21日）  

（1）「待行列モデルによる生産システムの  

分析とシミュレーション」木下和也（西南学  

院大学商学部大学院）  

（2）「非線型項を含む連続時間系のパラメ  

ータ推定」江口三代－（福岡工業大学工学部）  

・第18回（1994年6月18日）  

（1）「経営グローバル化と情報通信一アジ  

ア進出企業へのアンケート調査分析」石田泰  

之・時永祥三（九州大学経済学部）  

（2）「労働市場と情報」福澤勝彦（長崎大  

学経済学部）  

・第19回（1994年7月16日）  

（1）「株価の時系列処理と特徴表現につい  

て」時永祥三（九州大学経済学部）  

（2）「多元情報理論について」大濱靖国（  

九州大学工学部）  

・第20回（1994年8月27日）  

（1）「銀行間格差の時系列分析」田中謙一  

郎（西南学院大学商学部）  

（2）「通信理論における誤り制御への待ち  

行列理論の応用」林田行雄（佐賀大学理工学  

部情報科学科）  

・第21回（1994年9月17日）  

（1）「CIMと経営管理」澤田善次郎（宮  

崎産業経営大学経営学部）  

（2）「待ち行列における近似解法」宋宇（  

福岡工業大学管理工学科）  

・第22回（1994年11月19日）  

（1）「最短径路・最長径路同時決定問題に  

ついて」丸山幸宏（長崎大学教養部）  

（2）「システム：モデル化・評価そして最  

適化への一私見」山口紀生（九州東海大学工  

学部）  

・第23回（1994年12月10日）  

（1）「線型計画法による生産効率性の推定  

に関する一考察」福山博文（福岡大学商学部）  

（2）「原価企画について」浜田和樹（西南  

学院大学商学部）  
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